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●横浜大空襲罹災の実相

横
浜
大
空
襲
罹
災
の
実
相

焼
夷
弾
を
主
と
す
る
日
本
の
都
市
空
襲
に

お
け
る
罹
災
の
様
相
は
、
多
く
の
体
験
記
や

証
言
が
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
犠
牲
と
な

り
亡
く
な
っ
た
方
々
自
身
が
語
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
そ
の
罹
災
状
況
は
、
推
測
す
る
他

な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
手
が
か
り
と
な
る
資

料
の
一
つ
と
し
て
、「
伊
勢
佐
木
警
察
署
検

視
調
書
」
を
紹
介
し
た
い
。

空
襲
犠
牲
者
の
記
録

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
五
月
二
九
日
の

横
浜
大
空
襲
に
よ
る
死
者
は
、
警
察
・
消
防

に
よ
り
三
六
四
九
人
（
他
に
藤
沢
で
一
人
）

と
記
録
さ
れ
て
い
る
（『
横
浜
市
戦
災
復
興

誌
』横
浜
市
建
設
局
、
一
九
六
一
年
）。
ま
た
、

横
浜
市
の
空
襲
全
体
の
死
者
数
は
、
四
六
一

六
人
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
内
訳

に
は
先
の
藤
沢
の
一
人
が
含
ま
れ
て
い
る
な

ど
、
集
計
根
拠
は
曖
昧
で
あ
る
（
詳
し
く
は

拙
稿
「
横
浜
の
空
襲
に
関
す
る
日
米
の
記

録
」『
紀
要
』
第
五
号
、
横
浜
市
史
資
料
室
、

二
〇
一
五
年
を
参
照
）。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
死
者
数
に
つ
い
て
は

過
小
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
有
力
で
、
そ
の

総
数
は
七
〇
〇
〇
人
〜
八
〇
〇
〇
人
に
お
よ

ぶ
と
さ
れ
る
。
過
小
と
な
っ
た
要
因
は
、
一

九
四
五
年
段
階
の
記
録
に
頼
り
、
戦
後
継
続

的
に
空
襲
犠
牲
者
の
調
査
が
行
わ
れ
な
か
っ

た
こ
と
が
大
き
い
。

加
え
て
、
警
察
・
消
防
の
記
録
自
体
が
、

空
襲
罹
災
後
の
混
乱
と
遺
体
の
状
態
に
よ
り

身
元
確
認
が
困
難
な
場
合
も
多
く
、
記
録
と

し
て
不
充
分
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

し
か
も
、
先
に
紹
介
し
た
集
計
は
す
べ
て
、

各
警
察
署
・
消
防
署
が
空
襲
直
後
に
提
出
し

た
報
告
に
基
づ
い
て
県
や
県
警
察
が
集
計
し

た
も
の
で
、
そ
の
後
の
変
動
は
反
映
さ
れ
て

い
な
い
。
ま
た
、
各
警
察
署
・
消
防
署
が
報

告
し
た
書
類
の
原
本
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
そ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、

一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年

頃
に
、「
伊
勢
佐
木
警
察
署

検
視
調
書
」
の
原
本
が
見
つ

か
っ
た
（
今
井
清
一
『
大
空

襲　

５
月
29
日
』
有
隣
新
書
、

一
九
八
一
年
）。
こ
れ
は
、

当
時
の
遺
体
検
視
調
書
の
綴

り
で
、
表
紙
に
「
伊
勢
佐
木

警
察
署　

昭
和
二
十
年
五
月

二
十
九
日
空
襲　

変
死
者
検

視
調
書
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

遺
体
を
検
視
し
て
、
引
き
渡

す
際
に
作
成
さ
れ
た
書
類
の

原
本
で
あ
る
。
検
視
調
書
が
発
見
さ
れ
た
当

時
の
経
緯
な
ど
詳
し
い
事
情
は
、
不
明
で

あ
る
。

翌
年
刊
行
さ
れ
た
『
神
奈
川
県
警
察
史
』

中
巻
（
神
奈
川
県
警
察
本
部
）
に
は
、
そ
の

写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
何
の
解
説
も

な
く
、
内
容
に
も
一
切
触
れ
て
い
な
い
。
そ

の
後
、『
横
浜
・
中
区
史
』（
中
区
制
五
〇
周

年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
、
一
九
八
五
年
）

で
、
検
視
調
書
掲
載
の
死
者
数
・
年
齢
・
死

亡
原
因
・
死
亡
場
所
を
表
に
ま
と
め
て
紹
介

し
て
い
る
。
こ
れ
に
先
立
っ
て
、
今
井
清
一

氏
は
著
書
『
大
空
襲　

５
月
29
日
』
の
な
か

で
、
こ
の
検
視
調
書
に
よ
る
と
同
警
察
署
管

内
の
死
者
は
四
六
一
人
と
、
県
の
記
録
の
三

倍
に
当
た
る
こ
と
を
指
摘
し
、
現
在
い
わ
れ

て
い
る
空
襲
犠
牲
者
数
が
過
小
で
あ
る
根
拠

の
一
つ
と
し
て
い
る
。

そ
の
後
、「
伊
勢
佐
木
警
察
署
検
視
調
書
」

は
中
区
史
編
集
資
料
の
一
つ
と
し
て
、
当
横

浜
市
史
資
料
室
に
引
き
継
が
れ
た
。『
中
区

史
』
で
は
死
者
は
四
六
〇
人
、
今
井
氏
は
四

六
一
人
と
し
て
い
る
が
、
当
横
浜
市
史
資
料

室
が
改
め
て
行
っ
た
集
計
に
よ
れ
ば
、
死
者

数
（
遺
体
数
）
は
四
七
一
人
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
複
数
あ
る
同
一
氏
名
の
扱
い
な

ど
、
集
計
の
仕
方
に
よ
る
違
い
と
思
わ
れ
る
。

調
書
自
体
は
四
七
四
人
分
あ
る
が
、
氏
名
重

複
が
二
二
件
あ
り
、
そ
の
内
六
件
三
人
分
は

同
一
内
容
の
調
書
が
二
枚
ず
つ
あ
る
の
で
、

明
ら
か
な
重
複
と
思
わ
れ
る
。
残
り
の
重
複

一
六
件
は
、
身
元
特
定
の
名
前
は
同
一
だ
が
、

遺
体
引
き
取
り
人
が
異
な
る
の
で
、
遺
体
自

体
は
一
六
体
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
遺
体
数
は
、
書
類
の
重
複
三
人
分
を

差
し
引
い
た
四
七
一
体
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
内
身
元
不
明
は
、
四
八
体
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
身
元
特
定
の
誤
り
も
あ
る

と
思
わ
れ
る
上
に
、
調
書
に
よ
っ
て
は
、
死

亡
状
況
や
遺
体
の
様
子
が
生
々
し
く
記
さ
れ

て
い
る
場
合
も
あ
る
。
個
人
情
報
に
関
わ
る

内
容
で
も
あ
り
、
慎
重
に
取
り
扱
う
必
要
が

あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
一
般
に
公
開
し
て
こ

な
か
っ
た
。

検
視
調
書

東
京
で
発
見
さ
れ
て
い
る
霊
名
簿
の
類
い

（
ほ
と
ん
ど
が
一
般
公
開
さ
れ
て
い
な
い
）

で
も
、
こ
の
よ
う
に
具
体
的
な
死
亡
状
況
の

記
載
は
な
い
。
東
京
大
空
襲
・
戦
災
資
料
セ

ン
タ
ー
と
す
み
だ
郷
土
文
化
資
料
館
が
中
心

と
な
っ
て
、
霊
名
簿
の
調
査
研
究
が
続
け
ら

れ
て
い
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
そ
の
成
果
は
、

居
住
地
と
死
亡
場
所
を
示
し
た
「
被
災
地

図
」
と
し
て
展
示
公
開
さ
れ
て
い
る
。（
東

京
の
霊
名
簿
に
つ
い
て
は
、
青
木
哲
夫
氏
お

よ
び
横
浜
都
市
発
展
記
念
館
調
査
研
究
員
西

村
健
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。）

こ
れ
に
対
し
て
、「
伊
勢
佐
木
警
察
署
検

視
調
書
」
は
人
数
は
限
ら
れ
る
が
、
空
襲
罹

災
の
具
体
的
様
相
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
だ

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
今
回
、
個
人
名
等

を
伏
せ
て
表
形
式
に
ま
と
め
て
公
開
す
る
こ

と
と
し
た
。
報
告
書
『
横
浜
の
戦
争　

市
民

と
兵
士
の
記
録
』（
横
浜
市
史
資
料
室
、
二

〇
一
七
年
）
に
、
重
複
分
を
含
め
た
四
七
四

人
分
の
記
載
内
容
を
表
に
し
て
掲
載
し
た
の

で
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

火の手が上がる市街地　根岸台から中村町・浦舟町辺り
下に根岸競馬場　1945（昭和20）年5月29日
横浜の空襲と戦災関連資料・米空軍図書館所蔵
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今
回
は
、
報
告
書
の
解
説
等
で
は
充
分
に

紹
介
で
き
な
か
っ
た
具
体
的
内
容
を
い
く
ら

か
紹
介
し
た
い
。
ま
ず
、
調
書
の
概
略
を
述

べ
て
お
こ
う
。
調
書
の
表
裏
に
項
目
や
書
式

が
印
刷
さ
れ
て
お
り
、
一
枚
に
一
人
な
い
し

は
一
家
族
分
を
書
き
込
む
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
遺
体
発
見
者
と
変
死
者
お
よ
び
遺
体
所

持
品
受
領
者
の
氏
名
・
職
業
・
年
齢
・
性

別
・
住
所
等
、
そ
れ
に
遺
体
発
見
場
所
や
死

因
、
死
亡
・
発
見
・
検
視
・
引
渡
の
日
時
、

そ
し
て
検
視
官
と
担
当
警
察
官
の
氏
名
な
ど

が
記
さ
れ
て
い
る
。
調
書
に
よ
っ
て
は
、
記

入
が
略
さ
れ
て
い
る
項
目
も
多
い
。
調
書
一

枚
ご
と
に
通
し
番
号
が
振
ら
れ
て
い
る
が
、

一
部
番
号
が
重
複
し
て
い
る
。

重
複
も
含
め
た
四
七
四
人
の
性
別
・
年
齢

を
見
る
と
（
表
1
）、
男
性
一
七
九
人
、
女

性
二
八
七
人
、
不
明
八
人
と
女
性
が
多
く
、

六
〇
歳
以
上
が
八
六
人
、
五
〇
代
が
五
五
人
、

四
〇
代
五
一
人
、
三
〇
代
五
一
人
、
二
〇
代

四
七
人
、
一
〇
代
が
三
五
人
、
九
歳
以
下
が

八
七
人
、
不
明
六
七
人
と
、
老
人
と
子
ど
も

が
多
い
。
と
く
に
男
性
の
場
合
、
四
〇
歳
以

上
が
七
三
人
、
一
九
歳
以
下
五
九
人
と
、
兵

役
適
齢
以
外
が
七
割
以
上
を
占
め
て
い
た
。

成
人
男
性
が
不
在
の
な
か
、
女
性
と
老
人
と

子
ど
も
が
多
く
犠
牲
と
な
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。

死
因
に
つ
い
て
は
、
焼
夷
弾
爆
撃
で
あ
っ

た
た
め
焼
死
が
圧
倒
的
に
多
く
、
三
五
一
人
、

窒
息
死
が
六
七
人
、
溺
死
・
水
死
が
二
一
人

と
な
っ
て
い
る
（
表
2
）。
窒
息
死
は
、
防

空
壕
な
ど
で
の
酸
欠
と
一
酸
化
炭
素
中
毒
、

溺
死
は
避
難
途
中
に
川
や
防
火
用
水
に
入
っ

て
の
水
死
で
あ
っ
た
。
体
験
記
や
証
言
と
合

致
す
る
実
態
で
あ
る
。

他
に
、
爆
死
一
〇
人
、
傷
害
死
六
人
、
不

明
一
九
人
と
あ
る
。
五
月
二
九
日
は
、
大
小

の
焼
夷
弾
の
み
の
爆
撃
で
あ
っ
た
た
め
、
大

型
の
通
常
爆
弾
に
よ
る
爆
発
の
被
害
は
な
か

っ
た
は
ず
だ
が
、
そ
れ
で
も
焼
夷
弾
が
直
接

身
体
に
直
撃
し
た
例
な
ど
、
証
言
も
あ
り
、

少
数
と
は
い
え
、爆
死
・
傷
害
死
が
あ
っ
た
こ

と
は
注
意
し
て
お
く
べ
き
点
で
あ
る
。

死
亡
場
所
が
わ
か
っ
て
い
る
内
、
避
難
先

が
二
七
四
人
と
六
割
以
上
を
占
め
る
が
、
自

宅
お
よ
び
そ
の
周
辺
も
一
七
六
人
（
内
自
宅

防
空
壕
一
一
人
）
と
多
く
、
勤
務
先
一
人
と

な
っ
て
い
る
。
不
明
は
二
三
人
で
あ
る
。
自

宅
に
は
、入
院
中
一
人（
重
複
二
件
）も
含
む
。

記
載
の
仕
方
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
避

難
途
中
や
避
難
先
の
内
、
防
空
壕
五
四
人
、

川
の
中
や
川
岸
が
二
八
人
、
道
路
上
一
八
人

な
ど
、
必
至
の
避
難
途
中
に
火
や
煙
に
ま
か

れ
倒
れ
て
い
っ
た
姿
が
想
像
さ
れ
る
。
ま
た
、

罹
災
後
収
容
さ
れ
た
の
か
、
病
院
が
二
人
、

救
護
所
が
一
人
あ
る
。
一
方
、
自
宅
お
よ
び

周
辺
が
意
外
に
多
い
の
は
、
消
火
を
試
み
て

逃
げ
遅
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
荷
物
を
運
び

出
そ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
避
難
す
る
こ

と
自
体
を
躊
躇
し
、
そ
の
行
き
先
に
も
迷
っ

た
こ
と
が
、
生
存
者
の
体
験
記
な
ど
か
ら
も

推
測
で
き
る
。
そ
の
判
断
に
よ
り
、
家
族
の

な
か
で
も
生
死
を
分
け
た
の
で
あ
る
。

発
見
場
所
は
、
伊
勢
佐
木
警
察
署
管
内
と

は
限
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
黄
金
町
駅
ガ
ー

ド
下
で
、
集
中
し
て
死
者
が
出
た
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
。
黄
金
町
駅
や
そ
の
周
辺

は
南
区
で
、
本
来
伊
勢
佐
木
警
察
署
の
管
内

で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
一
七
人
の

遺
体
を
検
視
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
市
役
所

が
疎
開
し
て
い
た
西
区
の
東
国
民
学
校
で
二

四
体
を
収
容
し
た
他
、
南
区
赤
門
町
な
ど
、

管
内
に
隣
接
し
て
死
亡
者
の
多
か
っ
た
地
域

で
も
、
多
く
の
遺
体
を
検
視
し
て
い
る
。

身
元
の
確
認

死
亡
状
況
に
関
し
て
は
、
一
部
の
調
書
に
、

変
死
者
の
人
相
着
衣
や
、
発
見
時
の
様
子
が

具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
記
載
は

少
な
い
が
、
所
持
金
品
の
記
載
内
容
か
ら
は

避
難
時
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き

る
。
以
下
、
い
く
つ
か
の
事
例
を
紹
介
し
て

み
よ
う
。

身
元
確
認
に
当
た
っ
て
は
、
遺
体
の
損
傷

が
激
し
か
っ
た
た
め
か
、
着
衣
で
判
明
と
記

さ
れ
て
い
る
も
の
が
一
一
人
、
所
持
品
で
判

明
と
さ
れ
る
も
の
が
一
三
人
あ
っ
た
。
所
持

品
に
つ
い
て
は
、
通
帳
・
印
鑑
や
現
金
の
他
、

入
れ
歯
・
眼
鏡
・
赤
ん
坊
衣
類
や
弁
当
箱
な

ど
、
そ
の
人
の
生
活
を
思
い
浮
か
ば
せ
る

品
々
も
あ
っ
た
。

身
元
不
明
の
遺
体
は
、
四
三
体
で
あ
っ
た
。

そ
の
な
か
に
は
、
黒
焦
げ
に
な
っ
て
い
て
、

人
相
・
着
衣
だ
け
で
な
く
性
別
・
年
齢
す
ら

不
詳
で
、
身
元
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
遺
体

も
一
〇
体
程
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
身

元
不
明
の
調
書
に
は
、
衣
服
や
所
持
品
の
他
、

「
黒
焦
上
半
身
後
頭
部
に
長
髪
有
り
女
と
認

め
ら
る
」や
坊
主
刈
な
ど
、
身
元
の
判
断
材
料

と
な
る
特
徴
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

空
襲
で
家
族
を
亡
く
し
た
人
々
の
体
験
記

を
見
る
と
、
い
く
ら
探
し
回
っ
て
も
遺
体
を

発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
人

も
少
な
く
な
い
。
一
方
、
発
見
で
き
た
場
合

で
も
、
悲
惨
な
状
態
の
場
合
も
多
か
っ
た
。

た
と
え
ば
、
河
島
盈
太
郎
さ
ん（
磯
子
区
）

の
体
験
記
「
横
浜
の
空
襲
に
義
妹
遭
難
の

記
」（『
横
浜
の
戦
争　

市
民
と
兵
士
の
記

録
』
所
収
）
を
見
て
み
よ
う
。

川
島
さ
ん
た
ち
は
、
南
区
榎
町
の
義
妹
が

行
方
不
明
と
な
り
、
そ
の
「
亡
骸
を
探
し
た

が
、
何
し
ろ
非
常
に
い
た
ん
で
い
た
の
で
、

発
見
に
非
常
困
難
苦
労
し
た
。」
と
い
う
。

知
人
が
最
後
に
避
難
す
る
義
妹
を
見
た
と

い
う
辺
り
で
探
し
た
結
果
、「
顔
の
骨
格
と

顎
の
細
長
い
所
な
ど
似
て
い
る
亡
骸
を
発
見

し
た
」
が
、
そ
の
状
態
は
「
両
手
は
肩
か
ら

七
、
八
セ
ン
チ
位
で
白
骨
と
な
り
、
両
足
も

大
腿
部
よ
り
先
は
な
し
」
と
い
っ
た
も
の
だ

っ
た
。
遺
体
を
確
認
中
に
「
ネ
ル
の
切
は
し

を
発
見
し
」
て
、
八
歳
の
長
女
に
見
せ
た
と

こ
ろ
、「
お
母
ち
や
ん
の
お
腰
（
腰
巻
）」
だ

と
い
う
。
そ
れ
で
身
元
を
確
認
し
て
、
警
官

に
申
し
出
た
。

す
る
と
、
警
官
は
「
非
常
親
切
に
当
方
の

話
を
聞
き
、
必
要
事
項
を
台
帳
に
記
入
の
上
、

被
災
者
の
住
所
氏
名
年
令
無
職
な
ど
を
、
郵

便
小
荷
物
用
に
似
た
荷
札
に
記
入
し
て
、
左

手
の
白
骨
に
細
い
針
金
で
巻
付
け
、
検
視
済

と
し
て
夫
、
亀
太
郎
（
義
弟
）
に
引
渡
さ
れ
」

た
。
ま
さ
に
、「
伊
勢
佐
木
警
察
署
検
視
調

書
」
の
遺
体
引
渡
の
場
面
を
彷
彿
と
さ
せ
る

証
言
で
あ
る
。

調
書
に
記
録
さ
れ
た
遺
体
・
所
持
品
の
引

渡
先
は
、
家
族
が
三
七
一
人
、
横
浜
市
な
い
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し
町
内
会
が
八
一
人
（
内
四
三
人
身
元
不

明
）、
軍
二
人
（
二
人
身
元
不
明
）、
残
り
九

人
は
引
渡
先
不
明
（
三
人
身
元
不
明
）
と
な

っ
て
い
る
。
検
視
お
よ
び
遺
体
引
渡
日
を
見

る
と
、
最
終
は
六
月
二
二
日
で
あ
る
。

先
に
紹
介
し
た
県
の
記
録
は
、
六
月
二
日

な
い
し
四
日
現
在
の
数
字
で
、
死
者
三
六
四

九
人
の
内
伊
勢
佐
木
警
察
署
管
内
は
、
死
者

一
二
四
人
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
以

外
に
行
方
不
明
が
二
二
九
人
（
六
月
二
日
現

在
）
も
あ
り
、
死
者
と
行
方
不
明
を
単
純
に

足
す
と
三
五
三
人
と
な
り
、
ま
だ
一
〇
〇
人

程
足
り
な
い
が
検
視
調
書
の
数
に
近
付
く
。

県
の
記
録
の
日
付
か
ら
検
視
調
書
最
終
日

ま
で
、
お
よ
そ
二
〇
日
間
が
経
過
し
て
い
る
。

こ
の
間
の
身
元
判
明
分
は
、
県
の
記
録
に
反

映
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
身
元
不
明
で
引

取
人
が
な
く
、
検
視
も
受
け
ず
に
付
近
の
寺

院
な
ど
に
仮
埋
葬
さ
れ
た
遺
体
や
、
発
見
さ

れ
な
か
っ
た
遺
体
も
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。　

罹
災
の
実
相

変
死
場
所
に
は
、
単
に
住
所
や
建
物
な
ど

を
記
す
だ
け
な
く
、
発
見
状
況
を
記
し
て
い

る
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
ら
を
列
記
し
て
み
よ

う
。
自
宅
に
関
し
て
は
、「
三
畳
の
間
に
病

床
中
」
で
逃
げ
遅
れ
、
あ
る
い
は
台
所
・
裏

庭
や
前
の
道
路
な
ど
で
亡
く
な
っ
て
い
た
と

い
っ
た
記
載
が
あ
る
。
一
気
に
火
に
巻
か
れ

て
、
逃
げ
ま
ど
う
姿
が
想
像
さ
れ
る
。
自
宅

防
空
壕
内
で
亡
く
な
っ
た
例
も
、少
な
く
な
い
。

ま
た
、
避
難
途
中
と
思
わ
れ
る
も
の
で
は
、

「
道
路
上
に
於
い
て
仰
向
け
で
」「
交
差
点

付
近
歩
道
で
頭
を
北
方
に
」「
玄
関
内
」
な

ど
と
い
う
記
載
が
あ
る
。「
玄
関
内
」
と
あ

る
の
は
、
住
所
か
ら
他
人
の
家
の
玄
関
と
思

わ
れ
る
。
火
に
追
わ
れ
て
逃
げ
込
ん
だ
の
か
、

さ
ら
に
逃
げ
出
そ
う
と
し
た
の
か
わ
か
ら
な

い
が
、
こ
の
よ
う
に
建
物
や
施
設
の
出
入
り

口
も
多
い
。

「
頭
を
北
方
に
」
と
あ
る
の
は
、
二
二
、

三
歳
の
女
性
と
二
、
三
歳
の
男
の
幼
児
の
お

そ
ら
く
母
子
連
れ
だ
っ
た
。
頭
を
並
べ
て
倒

れ
て
い
た
の
が
、
痛
々
し
い
。
巡
査
に
発
見

さ
れ
た
が
、
身
元
は
わ
か
ら
ず
、
軍
に
引
き

取
ら
れ
た
。

そ
の
他
、「
空
地
に
於
い
て
死
者
は
仰
向

け
と
な
り
手
足
を
縮
め
全
身
黒
焦
げ
」「
一

緒
に
逃
げ
た
子
ど
も
が
窒
息
死
」「
焼
ト
タ

ン
下
敷
」な
ど
、避
難
途
中
に
遭
遇
し
た
様
々

な
場
面
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
川
や
防
火
用
水
付

近
で
発
見
さ
れ
た
遺
体
も
多
い
。
そ
の
場
合

の
発
見
状
況
の
記
述
は
、
焼
夷
弾
に
よ
る
火

災
の
激
し
さ
を
示
し
て
い
る
。

「
天
水
桶
に
転
倒
」「
子
ど
も
と
共
に
防

火
用
水
中
に
入
り
て
」「
大
岡
川
水
中
に
火

災
の
難
を
避
け
ん
と
し
て
墜
落
溺
死
」「
中

村
川
溺
死
体
と
な
り
発
見
」「
水
中
に
母
と

共
に
飛
び
込
み
溺
死
」「
河
中
に
仰
向
け
」

な
ど
、
必
死
に
火
を
逃
れ
よ
う
と
す
る
様
子

が
う
か
が
え
る
。
貯
水
槽
あ
る
い
は
そ
の
付

近
で
発
見
さ
れ
る
場
合
は
、
溺
死
の
場
合
も

あ
る
が
む
し
ろ
ほ
と
ん
ど
が
焼
死
と
な
っ
て

い
る
。
川
で
も
一
部
は
焼
死
と
さ
れ
て
お
り
、

お
そ
ら
く
防
火
用
水
や
川
に
逃
れ
よ
う
と
し

て
、
貯
水
槽
の
脇
や
川
岸
で
火
に
巻
き
込
ま

れ
た
の
だ
ろ
う
。

防
空
壕
で
多
く
の
方
が
亡
く
な
っ
た
こ
と

は
、
体
験
記
や
証
言
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
様
子
に
つ
い
て
も
、「
防
空
壕
内
に
親

子
三
名
待
避
中
窒
息
死
」「
防
空
壕
内
に
於

い
て
火
風
に
依
り
窒
息
死
」
な
ど
の
具
体
的

な
記
述
が
あ
る
。

最
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
件
ず
つ
だ
が
、「
三

春
台
関
東
学
院
付
近
崖
下
咽
喉
部
機
銃
射

撃
」「
焼
夷
弾
の
負
傷
を
受
く
」
と
、
機
銃

掃
射
と
焼
夷
弾
の
直
撃
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
機
銃
掃
射
に
つ
い
て
は
、
Ｂ
29
か

ら
の
も
の
か
護
衛
戦
闘
機
Ｐ
51
か
ら
か
は
わ

か
ら
な
い
。
ま
た
、
空
襲
時
の
Ｂ
29
の
機
銃

掃
射
に
つ
い
て
は
議
論
が
分
か
れ
る
（
拙
稿

「
横
浜
の
空
襲
体
験
記
を
め
ぐ
っ
て
」『
市

史
通
信
』
第
二
一
号
、
横
浜
市
史
資
料
室
、

二
〇
一
五
年
一
一
月
参
照
）。
い
ず
れ
に
し

ろ
、
傷
害
死
と
判
定
さ
れ
た
例
の
実
際
を
示

す
も
の
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、「
伊
勢
佐
木
警
察
署
検

視
調
書
」
は
、
数
は
限
ら
れ
る
が
、
具
体
的

な
罹
災
の
実
相
を
表
す
資
料
と
し
て
た
い
へ

ん
貴
重
で
あ
る
。
死
亡
者
数
の
記
録
と
し
て

は
、
残
念
な
が
ら
す
べ
て
の
警
察
署
の
調
書

が
出
て
こ
な
い
限
り
、決
め
手
に
は
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
死
亡
場
所
が
ほ
と
ん
ど
記
さ
れ

て
い
る
の
で
、
東
京
の
霊
名
簿
で
試
み
ら
れ

た
よ
う
に
、
居
住
地
と
死
亡
場
所
を
結
ぶ
こ

と
に
よ
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
の
避
難
経
路
を

推
測
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

罹
災
地
域
の
中
央
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
も
、

横
浜
大
空
襲
の
典
型
的
な
罹
災
状
況
を
示
し

て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

�

（
羽
田
博
昭
）

表1　男女・年齢別
9歳以下 10～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上 不明 計

男 44 15 6 14 19 19 35 28 180
女 43 19 41 37 32 36 51 28 287
不明 0 1 0 0 0 0 0 6 7
計 87 35 47 51 51 55 86 62 474

表2　死亡原因
焼死 窒息死 溺死・水死 爆死 傷害死 不明

男 126 30 14 4 3 3
女 218 37 7 6 3 16
不明 7 0 0 0 0 0
計 351 67 21 10 6 19

注：焼死には窒息死との複合男3人・女4人含む。


